
 

 
 質 問 順 位 １２ 質 問 者 寄　谷　猛　男　議員

 件　　　　　名 項　　　　　目 要　　　　　　　　　　　　　旨 メ　　　　　モ

 １．市長の基本姿勢 １．火薬庫の誘致について １．市長は、自衛隊の弾薬を保管する火薬庫の誘致について積極的に取り

組んでいるが、軍事衝突の際は、ミサイルや弾薬庫が真っ先に攻撃目標

となることは軍事的な常識である。米中央軍が公表したイラン攻撃の標

的リストにおいても「ミサイル製造施設および弾薬庫」「地対空ミサイル

施設」などが明示されていることからも、火薬庫誘致は市民生活の危険

を高めることにつながると考えるが、市長の見解を伺う。併せて火薬庫

誘致は、本市の平和都市宣言の趣旨に反すると思うが、市長の見解を伺

う。

 

 

 

 

 

 

 

 ２．行政運営 １．自衛官等の募集事務に係る対

象者情報の提供について

１．本市では、毎年５月頃、その年度中に18歳及び22歳になる市民の「氏

名」、「生年月日」、「性別」、「住所」の４情報を紙媒体で自衛隊に提供し

ている。この自衛官等募集事務に係る対象者情報の取り扱いについて不

明点等があれば相談を受け付けているようだが、相談実績について伺う。

また相談実績が極端に少ない場合は、相談や意思表明をしやすい仕組み

への変更が必要と思うが、考えを伺う。

 

 

 

 

 

 

 

 ２．北海道弁護士会連合会から「自衛隊への個人情報提供に関する意見書」

が市に提出されている。この意見書では、自衛隊への個人情報の提供に

あたっては本人の同意を得ること等を要請している。本市としては、こ

の意見書の内容をどのように受け止めるのか考えを伺う。

 

 

 

 

 

 

 

 ２．選択的週休３日制の導入につ

いて 

１．選択的週休３日制が試行されているが、週の勤務時間を変えずに行う

ことから、「勤務時間を割り振らない日」を１日取得するために「勤務時

間を割り振らない日」の勤務時間分（７時間45分）を週休日及び「勤務

時間を割り振らない日」以外の４日間に割り当てることになる。これで

は勤務時間が長くなる４日間の生活が窮屈になり、フレックスタイム制

の趣旨から外れないか。特に、子育て世帯の職員はこの制度を利用する

ことは難しいのではないのか。試行の総括にあたっては、労働時間短縮

による週休３日制も検討すべきと思うが、考えを伺う。
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 質 問 順 位 １２ 質 問 者 寄　谷　猛　男　議員

 件　　　　　名 項　　　　　目 要　　　　　　　　　　　　　旨 メ　　　　　モ

 ３．防災行政 １．災害時の避難所について １．今年４月に策定した「第２期後期滝川市小・中学校適正配置計画」で

は、江部乙小学校、西小学校、滝川第二小学校、開西中学校の統合を予

定しているが、それぞれの学校は統合により災害時の避難所としての指

定から外れることになるのか。身近なところに大きな避難所があること

は地域住民の安全安心となり、特に、江部乙地域の避難所が農村環境改

善センターだけとなれば、避難者が集中し混乱するおそれがある。学校

統合後も避難所として活用できるよう施設の保全を図るべきと思うが、

考えを伺う。

 
 
 
 
 
 
 

 ４．中東情勢による市民

生活への影響 

１．中東情勢による物価高・資材

不足による影響について

１．本市では、子育て・若者夫婦世帯等に対して新築住宅取得助成事業や

住宅改修助成事業などを実施しているが、住宅改修の補助金交付申請数

は想定を上回る勢いで増加しているようである。しかし建設事業者から

はホルムズ海峡封鎖等の影響によりシンナーや塗料、接着剤の入手が困

難、照明器具等の入荷が遅延しているとの声が届いている。滞りなく助

成事業を実施できるのか状況を伺う。

 
 
 
 
 
 
 

 ２．中東情勢による原油と関連製品の不足は、医療、流通、農林漁業、交

通、建設などあらゆる分野に渡り、地域経済と市民生活に深刻な影響を

与えることが懸念される。現状の把握と今後の対応について伺う。

 
 
 
 
 
 
 

 ５．教育行政 １．ホール機能の整備等について １．第１回定例会において小ホール機能の整備については第２期小中学校

適正配置計画の策定後、地域並びに文化関係団体等と相談していきたい

としていた。その後の進捗、計画について伺う。また学校施設跡地の活

用方法としてホール機能としての活用にとどまらず、そのほかの活用も

考えているのかを伺う。 
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